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i n f o r m a t i o n

議

会

報

告

議

会

報

告
■
専
決
処
分
の
承
認

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

（
公
園
の
管
理
瑕か

疵し

）
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
10
月
29
日
に
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

１
３
１
６
万
３
０
０
０
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

２
９
６
億
７
８
４
２
万
１
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
特
別
職
や
一

般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
な
ど
に

伴
う
も
の
で
す
。

　
令
和
３
年
伊
万
里
市
議
会
第

３
回
臨
時
会
が
、
11
月
30
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
条
例

議
案
４
件
、
一
般
議
案
１
件
、

予
算
議
案
３
件
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議

案
は
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
な
ど
に
基
づ
く
佐

賀
県
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
特
別

職
や
一
般
職
の
職
員
な
ど
の
期
末

手
当
の
額
を
減
額
す
る
た
め
、
条

例
４
件
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
議
案

令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会

予
算
議
案

一
般
議
案

（
※
）専
決
処
分

　
議
会
の
議
決
を
要
す
る
案
件
に

つ
い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た

め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
な
ど
に
、
市
長
の
判
断
で
決
定

（
処
分
）し
、
そ
の
後
開
か
れ
る
議

会
で
承
認
を
求
め
る
も
の（
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
）

事 業 名事 業 名 団 体 名団 体 名

古伊万里通りのおひなさま 古伊万里通りのおひなさま実行委員会

浦区鯛山巡行保存伝承事業 波多津町浦区

豊かな自然を活かした村づくりと環境教育事業 川内野コメＣＯＭＥ倶楽部

フットパスで地域を元気に 南波多フットパス研究会

世代交流促進とコミュニティ活動の拠点整備による地域力の
創造

ＮＰＯ栄町地域づくり会

絶滅危惧ⅠＢのチョウ『タイワンツバメシジミ』の保存活動 大野岳タイワンツバメシジミ保存会

大川内山整備事業 伊万里鍋島焼協同組合

市
さ
が
未
来
ア
シ
ス
ト
事
業
費
補
助
金

令
和
２
年
度
採
択
事
業
　
成
果
報
告
会

　
市
で
は
、
自
然
や
人
な
ど
の
地

域
資
源
を
生
か
し
て
、
自
発
の
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に
対

し
て
、
佐
賀
県
と
協
働
で
、『
伊
万

里
市
さ
が
未
来
ア
シ
ス
ト
事
業
費

補
助
金
』
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
29
日
、
令
和
２
年
度
に
採

択
さ
れ
た
７
団
体
が
取
り
組
ん
だ

内
容
や
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
報

告
会
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。

　
発
表
後
に
、
伊
万
里
市
民
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
山
本
和
良

会
長
は
、「
こ
の
事
業
の
一
番
の
成

果
は
、
活
動
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
力

で
す
」
と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
に
採
択
さ
れ
た
事

業
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。↑川内野コメＣＯＭＥ倶楽部はイノピカ

コンサートの取り組みを発表

● 

問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）
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インフォメーションインフォメーション

　市では国の指示のもと、新型コロナウイルスワクチンの 2 回目接種完了日から、8 か月以上経過した 18 歳以

上の人を対象に、追加接種（3 回目接種）を実施します。

　接種券などは、１・２回目接種の優先順位にかかわらず、市が把握する 2 回目接種完了日から 8 か月経過後に

順次、住民票の住所に送付します（申請などの手続きは不要）。

※国の方針やワクチン供給量などにより、変更となる場合があります。

接種スケジュール

接種に必要なもの

● 接種費用
　接種費用の自己負担はありません。無料で接種を受けられます。

● 予約方法
　接種券が届いたら、1 回目・2 回目と同様にＬＩＮＥ・インターネット・コールセンターで予約ができます。

かかりつけの人のみ接種ができる医療機関がありますので、詳しいことが決まり次第、広報伊万里や市ホーム

ページなどでお知らせします。

接種費用・予約方法

３回目接種開始月
（８か月経過） 接種券送付時期 対象者 ※参　考

2 回目接種完了月

令和３年 12 月 令和３年 11 月

医療関係従事者

令和３年３月

令和３年 12 月 令和３年 12 月 令和３年４月

令和４年１月 令和４年１月 令和３年５月

令和４年２月 令和４年２月 65 歳以上の高齢者 令和３年６月

令和４年３月 令和４年３月
65 歳以上の高齢者

基礎疾患を有する人など

64 歳未満の人

令和３年７月

令和４年４月 令和４年４月 令和３年８月

令和４年５月 令和４年５月 令和３年９月

● 問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（　 ☎㉓㉓４１２２）

新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目接種）を実施します

※接種券は 1 回目・2 回目接種とは異なり、シール型ではありません。

①市から送付される『接種済
証（追加接種用）』

②市から送付される『接種
券一体型予診票』

③本人確認書類

運転免許証、健康保険証、マイ
ナンバーカードなど
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インフォメーションインフォメーション

２回目接種後に伊万里市に転入した人

　2 回目接種をしたあと伊万里市に転入してきた人の接種記録は、伊万里市では確認ができません。

　このため、3 回目の接種を希望する場合は、接種券の発行申請が必要となります。申請後、該当する接種券送

付時期に接種券を送付します。

● 申請方法
　必要書類をそろえて、市役所に直接持参、または郵送してください。

● 必要書類
▷接種券発行申請書（市役所の窓口にあるほか、市のホームページからダウンロードができます）

▷前住所地の接種済証の写し

● 郵送先　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地 1　伊万里市役所新型コロナウイルスワクチン接種対策室

※職場や周りの人などへの接種の強制や、接種を受けていない人への偏見・差別につながる行為（人権侵害や誹
ひ

謗
ぼう

中傷）などは、絶対にしないでください。

ワクチン接種証明書のデジタル化

　ワクチン接種証明書がデジタル化され、スマートフォン上の専用アプリから申請ができて、スマートフォン上

で二次元コード付き接種証明書（電子版）が発行されます。

　スマートフォン上での申請には、マイナンバーカードによる本人確認が必要となります。専用アプリの詳しい

取得方法などは、デジタル庁ホームページで確認してください。

※紙によるワクチン接種証明書は、引き続き市役所の窓口で申請ができます。

ワクチン接種会場までの移動を支援

■■  タクシータクシーでの移動を支援での移動を支援

　１・２回目接種のときにタクシーでの移動支援を申請した人には、接種券と一緒に『追加接種用許可証』を送
付します。手続きは必要ありません。

　次の要件のいずれかを満たす人で、市内に送迎できる親族がいない場合に、タクシーで接種会場までの移動を
支援します。

①要介護・要支援の認定を受けていて、自分で車の運転ができない人

②障害の認定を受けていて、自分で車の運転ができない人

③一人暮らしの高齢者または高齢者だけの世帯で、自分で車の運転ができない人

● 個人の負担

▷市内（伊万里有田共立病院への移動を含む）　無　料

▷市外および片道 50 ㎞以内の県外　片道 500 円、往復 1,000 円
※市からの許可証を見せることで、利用できます。

● 申込方法
　申請書に記入して、市役所か各コミュニティセンターに提出してください。郵送やファックス（ファックス番

　号 0955-22-7860）での提出が可能です。

　申請書は市役所や各コミュニティセンターの窓口にあるほか、市のホームページからダウンロードができます。

※申請書の提出が困難な人は、新型コロナウイルスワクチン接種対策室まで連絡してください。

申し込みが必要申し込みが必要

　伊万里有田共立病院までの無料シャトルバス（貸切バス）を伊万里駅から運行します。

　乗車のときに、ワクチンの接種券を見せてください。

　運行日は、２・３月の隔週土曜日で、午前９時から 40 分間隔で、６往復運行します。

■■  無料の無料のシャトルバス（貸切バス）シャトルバス（貸切バス）を運行を運行 申し込み不要・接種券が必要申し込み不要・接種券が必要

デジタル庁のホームページはこちらから →
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インフォメーション

子育て世帯等臨時特別給付金（児童１人当たり 10 万円）を支給します

● 申請・問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎㉓２３1 ０）

対象者 必要書類 備　考

手続きが必要な

すべての対象者

（②〜④の人）

申請書
※印鑑が必要です。

子育て支援課の窓口にあるほか、
市のホームページからダウンロー
ドできます。

本人確認書類
運転免許証、健康保険証、マイナ
ンバーカード、パスポートなどの
写し

受け取り口座を確認できる書類 通帳やキャッシュカードなどの写し

②の対象者
令和３年９月分の児童手当を受給していることが
わかる書類、または申請者とその配偶者の令和３
年度（令和２年中）所得証明書

▷児童手当を受給していることが

わかる書類とは、『認定通知書

や支払通知書、児童手当振込通

帳の写しなど』です。

▷令和３年１月１日時点で、伊万
里市民の人は、『令和３年度（令
和２年中）所得証明書』の提出
は不要です。

③の対象者
申請者とその配偶者の令和３年度（令和２年中）
所得証明書

④の対象者
児童手当を受給していることがわかる書類、また
は申請者とその配偶者の令和３年度（令和２年中）
所得証明書

　長期化している新型コロナウイルス感染症の影響などを踏まえ、子育て世帯に『伊万里市子育て世帯等臨時特別給

付金』を支給します。

● 支給額　児童１人当たり 10 万円

※伊万里市では、10 万円全額を現金で支給します。
● 対象者　※所得制限があります

①令和３年９月分（10 月振り込み）の児童手当を伊万里市から受給した人

※ 12 月に児童１人当たり５万円を支給しています。１月中に追加で５万円を支給１月中に追加で５万円を支給します。

➡手続きは必要ありません。

◆次の対象者（②〜④）は、手続きが必要です

②令和３年９月分の児童手当を職場で受給した公務員

③平成 15 年４月２日〜平成 18 年４月１日に生まれた児童の主たる生計維持者で、令和２年の所得が、児童手当所

　得制限限度額未満の人

④令和３年９月１日〜令和４年３月 31 日に生まれた（生まれる）児童の児童手当を受給する（予定の）人

➡②〜④の対象者には、手続き完了後に児童１人当たり 10 万円を一括で支給します。②〜④の対象者には、手続き完了後に児童１人当たり 10 万円を一括で支給します。
● 申請期間

▷②・③の対象者

　１月６日（木）〜３月 31 日（木）

▷④の対象者

　１月６日（木）〜未定（期限が決まり次第、市のホームページなどでお知らせします）

※土・日曜日、祝日を除く

※時間は、午前８時 30 分〜午後５時 15 分。火曜日のみ午後７時まで

※郵送の場合は期限内必着

● 申請方法（②〜④の対象者）

　必要書類を子育て支援課に直接持参または、郵送してください。

● 提出するもの

● 郵送先

　〒 848-8501 伊万里市立花町 1355 番地 1　伊万里市役所　子育て支援課子育て支援係
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インフォメーションインフォメーション

◆意見提出をお願いする資料
　伊万里市子どもの貧困対策計画〜第２期伊万里市子ど

も・子育て支援事業計画【追加版】〜（案）

◆意見募集期間
　１月５日（水）〜 28 日（金）

◆案の公表場所・入手先
⑴子育て支援課子育て支援係、情報政策課情報公開・統計

係、各コミュニティセンター、市民図書館
⑵市ホームページ　https://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、次
　のいずれかの方法により提出してください。
①メール　kosodate@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１
　　　　 伊万里市役所　子育て支援課子育て支援係

③直接提出　案の公表場所・入手先⑴のいずれか

④ファックス　㉒７６５０

◆問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

『
伊
万
里
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
〜
第
２
期
伊
万
里
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
【
追
加
版
】
〜
（
案
）』
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総
合

的
、
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

『
第
２
期
伊
万
里
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
』
に
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
施
策
を
追

加
し
て
、『
伊
万
里
市
子
ど
も
の
貧

困
対
策
計
画
〜
第
２
期
伊
万
里
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

【
追
加
版
】
〜
』
を
策
定
す
る
た
め

の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も

の
生
活
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、『
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
』
で

の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

相
談
室

相
談
室

相
談
室

相
談
室

本館西出入口
正

面

玄

関

側

駐

車

場

健康づくり課・
子育て世代包括
支援センター

新型コロナ
ウイルスワクチン
接種対策室

市  役  所  本  館

【主な業務の実施場所】

業務内容 実施場所 電話番号

母子健康手帳・妊婦健診票・妊婦のパーキングパーミット交付など
※予約制です。事前に電話してください。

市役所（別館１階）
※配置図のとおり ㉒３９１６

（変更なし）
子どもの健診、定期の相談・教室など 市民センター

健康づくり課・子育て世代包括支援センターが市役所別館に移転します
● 問合先　健康づくり課（☎㉒３９１６）

１月４日（火）から、健康づくり課・子育て世代包括支援センターが市役所別館１階に移転します。

なお、健診などの業務はこれまでどおり市民センターで実施します。業務の実施場所は、次のとおりです。

【配置図】
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インフォメーション

１．人件費の状況                                           （令和２年度普通会計決算額）

住民基本台帳人口
Ｒ 3.3.31現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
元年度の
人件費率

人 千円 千円 千円 ％ ％
53,734 35,320,356 322,976 4,157,293 11.8 13.6

※人件費には、特別職の職員（市長や市議会
議員、各種委員など）、会計年度任用職員
の給与（給料および手当）や報酬を含み
ます。

※普通会計とは、一般会計と市営駐車場特別
会計を合わせたものです。

４．職員の初任給（給料）の状況　
 （令和３年４月１日現在）

区　分 伊万里市 国

一般行政職
大学卒

円 円
172,200 182,200

高校卒 150,700 150,600

技能労務職 高校卒 146,100 147,900

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況
（令和３年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒

円 円 円
248,656 295,300 354,583

高校卒 216,200 252,200 307,850

技能労務職 高校卒 210,200 242,300 268,600

２．職員給与費の状況                                           （令和２年度普通会計決算額）

職員数
（Ａ）

職　員　給　与　費 １人当たり
平均給与額

（Ｂ）／（Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人 千円 千円 千円 千円 千円
421 1,508,797 242,652 583,381 2,334,830 5,546

※職員数は、一般職の職員（特別職・会
計年度任用職員以外）の人数です。

※職員手当は、退職手当を除いた額です。

３．職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（令和３年４月１日現在）

区　分
伊万里市（平均） 国（平均）

給料月額 年齢 給料月額 年齢

一般行政職
円 歳 円 歳

376,842 41.9 407,153 43.0

技能労務職 387,821 51.9 328,603 50.9

※一般行政職とは、一般職のうち、税務職や福祉職、
保健職、教育職、企業職を除く職員です。

※国の数値は、『国家公務員給与等実態調査』（人事院）
によるものです。

６．職員手当の状況
①期末・勤勉手当

（令和３年４月１日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当

市

6月期
月分 月分

1.275 0.950

12月期 1.275 0.950

合  計 2.550 1.900

国

6月期 1.275 0.950

12月期 1.275 0.950

合  計 2.550 1.900

※職制上の段階や職務の級などによ
る加算措置があります。

　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員やほかの地
方公共団体の職員給与との均衡などを考慮して条例で定めています。
市職員給与の現状と人事行政運営などの状況をお知らせします。

● 問合先　総務課職員係（　 ☎㉓２１２７）

③時間外勤務手当

区　分 支給総額 職員１人当たり
の平均支給月額

令和元年度
円 円

142,635,204 28,780

令和２年度 111,893,315 22,148

７．特別職の報酬の状況                         （令和３年４月１日現在）

区　分 給　料 報　酬
期末手当

6月期 12月期 合 計

市　長
円 円 月分 月分 月分

946,000

1.675 1.675 3.350

副市長 755,000

議　長 486,000

副議長 435,000

議　員 407,000

伊万里市職員給与の現状

②退職手当
（令和３年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35 年 最高限度額
定年前

早期退職
特別措置

1 人あたり
平均支給額

（令和２年度）

自己
都合

市
月分 月分 月分 月分 % 千円

19.6695 28.0395 39.7575 47.709
2 〜 20 —

国 2 〜 45 —

勧奨・
定年

市
24.586875 33.27075 47.709 47.709

2 〜 20 17,692

国 2 〜 45 —
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１．職員の競争試験の状況                               （令和２年度）

区　分 申込者数 受験者数
（Ａ）

最終合格
者数（Ｂ）

競争率
（Ａ）／（Ｂ）

一般事務
人 人 人 倍

79 64 6 10.7

保育士 11 11 2 5.5

土　木 9 8 2 4.0

保健師 3 3 1 3.0

電　気 3 3 0 　　　　 ー

※最終合格者 11 人は、令和３年4月1日付けで採用

２．職員の任免（異動、採用、退職など）の状況
①異動者数                                       （令和２年度）

区　分 男 性 女 性 合 計

部 長 級
昇　任

人 人 人
5 0 5

その他 8 0 8

課 長 級
昇　任 5 0 5

その他 17 2 19

副課長級
昇　任 6 4 10

その他 22 7 29

係 長 級
昇　任 13 14 27

その他 50 45 95

一般職級
昇　任 — — —

その他 96 74 170

合　計
昇　任 29 18 47

その他 193 128 321

②採用者数          （令和２年度）
区　分 男性 女性 合計

一般事務 人 人 人
5 1 6

保育士 0 2 2

土　木 2 0 2

保健師 0 1 1

合　計 7 4 11

③退職者数          （令和２年度）
区　分 男性 女性 合計

定年退職 人 人 人
11 6 17

勧奨退職 1 0 1

普通退職 2 2 4

死亡退職 1 0 1

任期満了 3 0 3

合　計 18 8 26

人事行政運営などの状況

※市職員給与の現状と人事行政運営などの状況の一部を掲載しています。
　詳しくは市のホームページをご覧ください。

②年次有給休暇の取得状況                             （令和２年）
総付与日数

（Ａ）
総取得日数

（Ｂ）
対象職員数

（Ｃ）
平均取得日数
（Ｂ）／（Ｃ）

取得率
（Ｂ）／（Ａ）

日 日 人 日 ％
15,617 4,578 433 10.57 29.31

３．職員の時間外勤務、休暇などの状況
①時間外勤務・休日勤務の状況                  （令和２年度）

総時間数 職員１人当たりの
勤務平均時間数

時間 時間
54,401 126.5

③育児休業の状況                                      （令和２年度）
区　分 男　性 女　性 合　計

承認件数 件 件 件
0 8 8

期間延長の承認件数 0 0 0

４．職員の分限・懲戒処分の状況
①分限処分                                                （令和２年度）

区　分 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くない場合 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 7 0 7
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0
合　計 0 0 7 0 7

②懲戒処分　減給２人（令和２年度）

５．職員の研修および人事評価の状況
①研修の状況                                              （令和２年度）

内　容 件数

階層別研修 新規採用職員、新任係長、新任課長、
監督者など

人
114

実務研修 税務、公会計、財務、行政法、契約
など 72

課題研修 民間企業体験研修 5

派遣研修 自治大学校、県派遣研修 4

接遇研修 組織接遇力向上、新採職員接遇実践
研修 40

同和問題研修 職員同和問題研修、同和問題地区別
研修など 731

その他研修 市町村行政講演会、交通安全講習会
など 897

合　計 1,863６．職員の福利厚生の状況（令和２年度）
　　地方公務員法第 42条の規定に基づき、職員の保健

および福利厚生の増進を目的として、伊万里市職員
共済会が設置されています。

　▷市職員共済会に対する公費負担額　2,224,000 円

②人事評価の状況（令和２年度）
　（回数）１回 ／ （時期）１月 ／（対象者）796 人

８．退職者の再就職の状況                                （令和２年度末退職者）

退職時の
役職

市再任用職員 公益法人など 民間企業 合　計

男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

部長級 人 人 人 人 人 人 人 人
2 0 0 0 0 0 2 0

課長級 2 1 0 0 0 0 2 1
副課長級 1 2 0 0 0 0 1 2
係長級 1 4 0 0 0 0 1 4

一般職級 0 0 0 0 1 0 1 0
合　計 6 7 0 0 1 0 7 7

７．職員の勤務条件に関する措置要
　  求、不利益処分に関する審査請
　  求などの利益の保護の状況
      （令和２年度）

①勤務条件に関する措置の要求の状況
　該当なし
②不利益処分に関する審査請求の状況
　該当なし
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固
定
資
産
税
に
関
す
る
償
却
資
産
の
申
告

　　
償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し
て

い
る
事
業
者
は
、
１
月
31
日
（
月
）

ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と

は
別
に
、
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
償
却
資
産
と
は

　
事
業
に
使
用
し
て
い
る
資
産

で
、
土
地
と
家
屋
以
外
の
資
産

で
す
。
建
物
附
属
設
備
や
構
築

物
、
機
械
、
装
置
、
船
舶
、
工
具
、

器
具
、
備
品
な
ど

※
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
で

あ
っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
備

え
た
場
合
は
、
事
業
用
の
資
産

と
み
な
さ
れ
、
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
申
告
の
対
象
外
と
な
る
資
産

⑴
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
特
許
権
な
ど
）

⑵
自
動
車
税
ま
た
は
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

⑶
繰
延
資
産
な
ど
（
開
業
費
、
加

入
金
な
ど
）

※
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
乗
用
の
小
型
特
殊
自
動
車
な

ど
（
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、

モ
ア
、
Ｓ
Ｓ
、
運
搬
車
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
小
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
）
は
、
税
務
課
窓
口
で

軽
自
動
車
の
登
録
を
し
て
、
標

　
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
私
有
地
内
だ
け
で
の
使
用
で
、

公
道
を
走
ら
な
い
場
合
も
、
標

識
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

　
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
の
総
合
窓
口

　『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）』
に
よ
る
電
子
申
告
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.e

lta
x
.lta

.

go
.jp

/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

薬剤師 １人程度 昭和 62 年４月２日以降に生まれた人
薬剤師の免許取得者、または令和４年３月 31 日ま
でに免許取得見込みの人

看護師 ２人程度 昭和 62 年４月２日以降に生まれた人
看護師の免許取得者、または令和４年３月 31 日ま
でに免許取得見込みの人

事　務 １人程度
昭和 62 年４月２日から平成 16 年４

月１日までに生まれた人
ー

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

■ 受付期限　２月４日（金）
　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、２月４日の消印のあるものまで有効
■ １次試験
● 試験日　２月 24 日（木）
● 試験会場　伊万里有田共立病院（有田町）
● 試験内容
　適性検査、作文試験

■ 申込書・試験案内の請求
▷申込・問合先で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書

きし、140 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形きし、140 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形
２号・Ａ４サイズ）を同封してください。２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■ 申込・問合先
　〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
　伊万里有田共立病院事務局（☎㊻２１２１）

伊万里有田共立病院の職員を募集します

※詳しくは、病院のホームページや『令和３年度伊万里・有田地区医療福祉組合伊万里有田共立病院職員採用試験案内』
で確認してください。

包
括
的
地
域
連
携
に
関
す
る

協
定
締
結
式

　
子
育
て
や
教
育
、
社
会
福
祉
な

ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
連
携
・

協
力
し
、
相
互
に
発
展
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
11
月
22
日
、
西

九
州
大
学
を
運
営
す
る
学
校
法
人

永
原
学
園
と
包
括
的
地
域
連
携
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
連
携
事
業
と
し
て
、
ま
ず
子
育

て
・
保
育
分
野
で
の
連
携
を
深
め
、

将
来
的
に
協
議
し
な
が
ら
他
分
野

へ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
締
結
式
の
た
め
、
市
役
所
を
訪

れ
た
福
元
裕ゆ

う

二じ

理
事
長
は
、「
子
育

て
支
援
や
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

は
じ
め
、
健
康
や
福
祉
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
協
力
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
中
で
、

学
生
た
ち
に
は
地
域
の
課
題
を
体

感
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

↑協定書を取り交わす福元理事長
（左）と深浦弘信市長
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▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
11
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
大
坪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

大
坪
保
育
園
複
合
施
設
落
成
記
念
》

▼

芝
刈
り
機
　
１
台

　
金
崎
・
川
原
建
設
共
同
企
業
体
、

株
式
会
社
九
電
工
伊
万
里
営

業
所

▼

ラ
ビ
ッ
ト
の
レ
リ
ー
フ
　
１
体

　
Ｍ
Ｅ
Ｉ
設
計
有
限
会
社

▼

１
万
円

　
伊
万
里
市
保
育
会

お詫びと訂正
　広報伊万里 12 月号の記事中に誤りがありました
ので、お詫びして、次のとおり訂正します。

　なお、ホームページの 12 月号は修正しています。

（訂正箇所）

　22 ページ中段の『数　量』の記事本文１行目

（誤）　寄付金額  10,000 万円

（正）　寄付金額  10,000 円

南
波
多
郷
学
館
の
児
童
・
生
徒
『
佐
賀
県
文
学
賞
』
入
選

　
南
波
多
郷
学
館
５
年
〜
７
年
生

の
児
童
・
生
徒
４
人
が
、『
佐
賀
県

文
学
賞
』
で
入
賞
し
、
12
月
６
日
、

市
役
所
を
訪
れ
て
、
松
本
定
教
育

長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
佐
賀

県
文
学
賞
は
、
県
内
の
文
芸
作
品

を
広
く
公
募
し
て
、
入
賞
作
品
を

中
心
に
掲
載
し
た
作
品
集
が
出
版

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
小
学
生
の
川
柳
の
部

で
、
南
波
多
郷
学
館
の
児
童
が
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
生
の
川
柳
の
部
で
は
、
三
席
へ

の
入
賞
と
３
人
が
秀
作
に
入
選
す

る
な
ど
、
12
年
間
、
学
校
で
川
柳

教
室
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
成
果

の
表
れ
と
な
り
ま
し
た
。

↑入賞者の４人（前列）と指導者の
岩永孝雄さん（後列右から２人目）

原
田
久
美
さ
ん
が
『
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
』
を
受
賞

　
元
県
立
高
校
の
校
長
で
、
長
年
、

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
調
査
研
究
と
保
護

活
動
を
行
っ
て
い
る
原
田
久ひ

さ

美み

さ

ん
（
二
里
町
川
東
）
が
、
文
化
庁

の
令
和
３
年
度
地
域
文
化
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
か
ら

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
調
査
を
始
め
ら

れ
、
長
年
の
研
究
成
果
と
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
は
、『
伊
万
里
湾
カ
ブ

ト
ガ
ニ
繁
殖
地
』
が
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
た
と
き
の
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
に
市
役
所
で
、
松
本

定
教
育
長
か
ら
原
田
さ
ん
に
、
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

『
い
ま
パ
パ
．』
が
佐
賀
さ
い
こ
う
表
彰
を
受
賞

く
思
う
。
マ
マ
に
も
応
援
し
て
も

ら
え
る
団
体
に
し
て
い
き
た
い
」

と
、
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
す
る
父

親
同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
育
児
情
報
の
発
信
な
ど
を
行

う
市
内
の
任
意
団
体
『
い
ま
パ

パ
．』
が
、
令
和
３
年
度
佐
賀
さ
い

こ
う
表
彰
（
自
発
の
地
域
づ
く
り

部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
12
月
３
日
、
深
浦
弘
信
市
長
に

受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
た
代
表
の

片
桐
亮
さ
ん
と
中
村
克か

つ

朗あ
き

さ
ん

は
、「
パ
パ
の
活
動
を
支
え
る
団
体

が
、
県
内
に
は
な
い
。
パ
パ
の
活

動
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
を
嬉
し

前
田
清
次
さ
ん
が
『
現
代
の
名
工
』
を
受
賞

　
色
鍋
島
や
藍
鍋
島
の
絵
付
け
を

行
う
陶
磁
器
画
工
の
前
田
清せ

い

次じ

さ

ん
（
正
力
坊
）
が
、
卓
越
し
た
技

能
者
（
通
称 

現
代
の
名
工
）
を
た

た
え
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
12
月
１
日
、
受
賞
報
告
の
た
め

市
役
所
を
訪
れ
た
前
田
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
証

を
残
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

市
へ
の
寄
付
10
万
円
を
深
浦
弘
信

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
、
学
校
で
の
絵
付

け
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

を
指
導
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
巧
み

な
技
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
活
動

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑前田さん（中央）とともに報告に
訪れた恩師の岩永憲

けん

一
いち

良
ろう

さん（右）

↑代表の中村さん（左から１人目）
と片桐さん（同２人目）

↑受賞した原田さん（前列左から
３人目）と関係者の皆さん
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